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　10月28日に畠山イデさん（四ツ屋）が満100歳の誕生日を迎えられました。
この日、松田町長はイデさんが入所する特別養護老人ホーム真昼荘を訪れ、長
寿祝い金を手渡しました。松田町長から「たくさんのご苦労、努力があったか
らこそ、こうしてお元気でいらっしゃるのだと思います。さらに長寿を重ねて
ください」と祝福されると、イデさんは大きく頷き顔をほころばせていまし
た。イデさん、これからもお体に気をつけて長生きしてください。

ご長寿おめでとうございます
畠山イデさん（四ツ屋）が満100歳

　11月７日から13日にかけて秋の火災予防運動が実施され、初日にあたる７日
には大畑橋付近（金沢東根）の河川敷で出動式が行われました。また、出動式
終了後には各分団が３地区に分かれて防火広報パレードを行い、火や暖房器具
の取り扱いに注意するよう呼びかけました。このほか、運動期間中は分団員が
各家庭を訪ね、火災予防や住宅用火災警報器の設置などを呼びかけるチラシを
配布しました。

消したかな あなたを 守る 合言葉
秋の火災予防運動が行われました

　11月13日に名水市場「湧太郎」で美郷まちおこしフォーラム（同実行委員会
主催）が開かれ、町内の観光関係者や町民の皆さん約80名が参加しました。フ
ォーラムでは、美郷町の六郷地区の中心部が羽州街道のほぼ真ん中にあること
を魅力的な観光資源として活用する方策が討論されました。討論会に参加した
のは羽州街道交流会の鐙代表幹事（秋田市）や西鳥羽敬一町観光協会副会長な
ど５名。「羽州街道の真ん中に位置することと清水や寺めぐりを合わせて美郷
らしさを発信してはどうか」「周辺の市と連携することで美郷の魅力が一層増
すのではないか」という意見が聞かれました。

羽州街道をテーマにまちづくりを考える
美郷まちおこしフォーラム

金婚をお祝いする会
結婚５０周年をお祝いしました

　11月１日に役場庁舎で町の交通指導員と防犯指導員の辞令交付式が行われ、交
通指導員29名、防犯指導員９名に松田町長から辞令が交付されました。辞令交付
後、松田町長は「交通事故や犯罪の無い安全・安心なまちづくりのため、ご協力
いただきたい」とあいさつを述べました。このたび辞令が交付された両指導員の
任期は平成24年10月末までの２年間です。指導員の皆さん、２年間よろしくお
願いします。

交通指導員・防犯指導員辞令交付式
地域の安全と安心のために

　11月12日に千畑幼稚園・保育園（なかよし園）で３園合同の子育て支援事業が
行われ、入園前のお子さんとそのご家族27組が参加しました。講師に照井美智子
さん（上深井）を迎え、お子さんを抱っこしながらの体操や、親子で手を取り合
ってストレッチなどを楽しみました。町では入園前のお子さんがいるご家族を対
象に無料の遊び場を提供する“子育て支援事業”を行っています。詳しい日程は
毎月の広報紙でお知らせしています（関連記事30ページ）。

３園合同子育て支援　親子ふれあい体操
親子いっしょにエアロビクス

　10月22日に美郷町公民館で「金婚をお祝いする会」が開かれ、昭和35年に婚姻
届を提出したご夫婦31組が出席しました。会では、せんはた松並コール・雁の里コ
ーラス・せせらぎコーラスによるお祝いの歌に続いて松田町長があいさつし、「こ
れからも円熟した、味わい
のある夫婦として更にお二
人で歩んでいってもらいた
い。みなさま方の50年に敬
意とお祝いを申し上げま
す」と述べました。その後、
夫婦一組一組に讃詞と記念
品を手渡して金婚を祝いま
した。祝宴では美郷町蛙柳
会による唄や踊り、昔語り
などが披露され、夫婦の記
念の日に華を添えました。
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出動式で行われた放水訓練

あぶみ

広報美郷平成22年12月 1213 広報美郷 平成22年12月


